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主任研究者 松井 康素 国立長寿医療研究センター 先端診療部（部長） 

 

 研究要旨 

 ３年間全体について 

 我が国では急速な高齢化の中で、高齢者の虚弱（フレイル）に如何に対処するかが喫

緊の課題である。認知症に代表される精神的フレイルとならび、身体的フレイルは要介

護リスクの大きな要因で、その多くは運動器の障害に起因する。身体的フレイル（ロコ

モとオーバーラップする部分も多いが）に対しては、いくつもの診療科が連携・協調し

て原因疾患へ対処し、多角的・包括的な臨床診療および質の高い臨床研究が必要である。

本研究では、ロコモ・フレイルセンター開設に向けて、高齢者のロコモ、身体的フレイ

ルに関連する多方面の専門家（臨床多科、多職種）が協力・連携して行う総合的な診療

システムを新しく構築（そして試験的に運営）し、かつ、同システム向上のために必要

な臨床研究・臨床関連基礎研究を行うことを目的として活動した。本年度においては、

年度末にロコモ・フレイルセンター開設の前段階として、ロコモ・フレイル外来を運営

することができ、症例検討を重ね、システム運用の改善点を検討した。本報告では、（Ａ）

ロコモ・フレイルセンター開設に向けた臨床診療・臨床研究のシステムデザイン構築のた

め、内部研究者の 7 名で平成２６－２７年度は月 1 回、平成２８年度は 2 ヶ月に 1 回会議

を開き検討を重ね、ロコモ・フレイル外来の開設に至った過程と、その運営状況、（Ｂ）各

分担研究者によって行われた 3 年間での関連研究や活動状況、（Ｃ）本分野の国内外先

導者との連携について総括する。 

 

平成２８年度について 

（Ａ）については、ロコモ・フレイル外来について実際の運営をしていく上で 2 ヶ月に 1

回、症例のまとめ、症例検討会の総括、運用上の改善点などを報告し、さらなる改善点を

明確にして運用全体を検討する会を開催した。また、2 週間に 1 回の症例検討会（1 回につ

き 5～7 症例）を行った。（Ｂ）における研究については前年度より継続し、（Ｃ）国内外先

導者との連携については特に、平成 29 年 3 月 4 日に開催された第 12 回 NCGG 国際シ

ンポジウムについて記載する。 
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Ａ．研究目的 

本研究は、高齢者の身体的虚弱（フレイル）に対して、関連する多方面の専門家が協力・

連携して行う総合的な診療システムを新しく構築することが第一の目的である。新外来棟

の開設に合わせて新設される、ロコモ・フレイルセンターの本格的稼働への準備も兼ね、

まずは総合的な新しい臨床診療・臨床研究システムのデザインを行い、共通する評価法・

検査項目を議論の上明確にし、かつ各専門性を活かした独自項目も含め、臨床研究の素材

とすることが可能なデータベースの構築に取り組む。新外来棟での運用前に現状施設にお

ける先行運用を行いつつ内容、実用性、有用性の観点から見直しや改善を行い、データや

試料の収集・管理・運用システムの確立を目指し、身体的フレイル対策の現状の問題点や

達成目標を共有する多科連携にて行う新しい診療形態を構築する。さらには同システムの

向上のために必要な臨床研究・臨床関連基礎研究を多方面の専門家により行うことを目的

とする。 

 

研究・活動内容 

（Ａ）ロコモ・フレイルセンター開設に向けた臨床診療・臨床研究のシステムデザイン構

築 －ロコモ・フレイル外来の開設に向けた準備から実際の運営 

新外来棟のロコモ・フレイルセンターの開設に向け、臨床診療・研究の基本的な構造設

計のための情報収集や意見交換および討論を重ねた。およそ月に1回の頻度で会議を開き、

内部研究者7名で検討を重ねた。平成２６年度は、内部研究者6名で、また平成２７年度か

らは荒井副院長が加わり7名で月1回会議を開き、ロコモ・フレイル外来の初診、再診の流

れ、評価項目（質問票、検査項目）の内容、また新外来棟での外来診療室のレイアウト図
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面についても討議・修正した。予備的運用として現在の施設内でロコモ・フレイル外来を

実際に行うための場所、人員、初診、再診の流れ、評価項目の具体的な内容を検討・確認

した。また、ロコモ・（身体的）フレイルを専門的に評価するための専用の歩行・動作解

析測定室を設置した。そこでは、多用途筋機能評価運動装置のバイオデックス、ダイナミ

ック平衡機能測定装置のイクイテスト、光学式3次元モーションキャプチャシステムである

オプティトラック、4.8mの歩行を解析できるウォークウェイなどを設置し、無線式筋電図

測定とも同期し、高齢者の身体機能や日常生活動作を詳細に解析できるシステムも整備し

た。さらに、もの忘れセンターのシステムを参照し、データベースの構築を目指した。こ

れらの内容については、レジストリ研究として倫理利益相反委員会の承認を平成２８年１

月に得、平成２８年度内のロコモ・フレイル外来の開設を目ざして、運用開始の2ヶ月前か

ら実際の運用に携わる多職種（複数科の医師、看護師、管理栄養士、理学療法士、薬剤師、

臨床治験コーディネーター等）が開設準備に向けたミーティングで討議し、キックオフミ

ーティングとして院内説明会を開催し、平成２８年３月２２日に開設した。平成２８年度

も、外来進捗をまとめつつ報告し、症例検討会の開催状況、今後の問題点、課題をリスト

アップし検討する会とした。また、外来受診者については、臨床多科、多職種のメンバー

で症例検討会をおよそ2週に1回開催し、1回につき5～7症例について検査結果を検討し介入

方法を決定した。ロコモ・フレイル外来への受診者は、平成２８年３月２２日開設より平

成２９年３月末までの間に138名（男性49名、女性89名）（うちレジストリ登録者は122名

で、男性48名、女性74名、62歳～94歳、平均77.2歳）であった。年代では70歳代が最も多

く61名、次が80代で53名、フレイル非該当者が64名、該当者が74名であった。これらの外

来受診者全例に対して上記症例検討会を開き、電子カルテを参照しながら、評価結果より、

状態を判定し必要な介入方法を検討した。行われた介入方法は、栄養指導が最も多く83例、

次に運動指導が71例、服用薬剤に対する注意喚起が41例であった。 

 

（Ｂ）関連した臨床研究・臨床関連基礎研究 

 本研究班に属する研究者は運動器疾患治療が専門である整形外科医が 6 名、老年内科医

が 2 名、内分泌専門内科医 1 名、リハビリテーション科医 1 名からなり、関連研究はそれ

ぞれの臨床ならびに基礎的な研究分野において行われた。運動器疾患あるいは運動器の障

害に関する研究として、骨粗鬆症治療や骨代謝に関する 2 つの研究、脊椎に関連する疾患・

障害に関連する 2 つの研究、関節疾患や障害に関する 1 つの研究、筋肉（サルコペニア）

に関する 2 つの研究、リハビリテーションに関する 1 つの研究が行われた。また啓蒙、教

育、普及などの 3 つの活動（研究）が行われた。これらはすべて、ロコモ、フレイル、サ

ルコペニア、という 3 つの要介護予防のキーワードとなる概念に関連するものであり、ロ

コモ・フレイルセンター開設に向けてという視点で施行されている。以下に簡単にそれぞ

れの研究概要を分担研究者ごとに記載する。 

はじめに、骨粗鬆症性骨折・転倒関連の研究として、原田は以下のような研究を行っ
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た。初年度は、病院患者における骨粗鬆症とサルコペニアおよび転倒骨折の状況を調査し

た。２００２年６月から２００９年１月までの間で体組成を DXA で測定した約 2800 名か

らなる骨粗鬆症データベースによる後ろ向き調査を施行した。この患者群における骨粗鬆

症は、大腿骨頚部骨密度で判定すると、977 名（35%）で、骨量減少は 689 名（25%）、正

常は 1107 名（40%）であった。サルコペニアは、SMI で判定すると、976 名（35%）で、

正常は 1797 名（65%）であった。骨粗鬆症とサルコペニアの合併率に関しては、サルコペ

ニアも骨粗鬆症もない患者は 46%で、サルコペニアと骨粗鬆症の両者を合併していたのは

16%であった。また、大腿骨近位部骨折患者における骨粗鬆症の有病率は 97%、サルコペ

ニアの有病率は 47%であった。 

次年度は、骨粗鬆症薬が筋量にも与える効果についての研究を実施した。アルファカル

シドール群 155 例と無治療群 233 例、さらに、アレンドロネート群 199 例と無治療群 233

例の 1 年後の筋量を比較したところ、アルファカルシドール群では、筋量の減少を抑制し

て維持できていたが、筋量の増加効果まではみられなかった。しかし、サルコペニア該当

者に限っては、筋量を増加させる可能性が示唆された。一方、アレンドロネートには、サ

ルコペニアの有無に関係なく、骨量のみでなく、筋量にも減少抑制や増加の効果がある可

能性が示唆された。 

最終年度は、平均 35 歳の 30 名を対象に、筋量測定の基本である DXA の 2 機種、

pencil-beam (DPX-NT, GE Health care) と fan-beam (QDR-4500C, Hologic Inc.) の間で

生体にてキャリブレーションを実施することで、腰椎と大腿骨近位部の骨密度、四肢脂肪

量と非脂肪量、骨格筋量指標 (SMI) は高い相関を示す換算式が得られた。 

次にフレイル・サルコペニアの啓発活動に関する研究として荒井は以下のような研究を

行った。ロコモ・フレイル外来開設を目的として、測定項目、研究プロトコルに関する準

備を平成２７年１月に分担研究者となってから進めた。平成２８年３月ロコモ・フレイル

外来を開設し、ロコモ、フレイル患者の登録を開始した。高齢総合診療科における外来患

者を対象として、我々が作成したフレイルスクリーニングにより 2 点以上の患者に同意を

得たのち、ロコモ・フレイル外来において、基本属性とともに様々な身体計測、認知機能

測定、社会的活動・QOL 評価などを行い、日本版 CHS 基準を用いて､フレイルを診断し、

レジストリ登録を行った。アウトカムは死亡、緊急入院、施設入所、新規要介護認定およ

び認定度の変化、転倒による骨折とする。現在まで 137 名をスクリーニングし、64 名がフ

レイル､73 名が非該当と判定されている。今後、登録 1 年ごとのアウトカム調査を行う。平

成２８年度については、平成２８年３月にロコモ・フレイル外来を開設し、ロコモ、フレ

イル患者の疾患レジストリ研究を実施するためのプロトコルを作成した。まずは、外来患

者を対象として、スクリーニングを実施する。研究の同意を得たのち、ロコモ・フレイル

外来において、基本属性とともに様々な身体計測、認知機能測定、社会的活動・QOL 評価

などを行い、レジストリを構築する。アウトカムは死亡、緊急入院、施設入所、新規要介

護認定および認定度の変化、転倒による骨折とする。現在研究プロトコルが倫理委員会に
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より承認され、患者登録を開始した。 

また、サルコペニア（筋肉・筋力評価）関連で松井は以下のような研究を行った。初年

度は、地域在住中高年者対象の大規模コホートにおける、大腿中央部 CT 画像の計測から、

大腿総筋肉断面積と SMI との間で良好な関連のあること、ならびにサルコペニア群は非サ

ルコペニア群と比べて有意に大腿総筋肉断面積が小さいこと、さらに筋横断面積、特に大

腿四頭筋面積は筋力、筋パワーと相関がみられ、身体機能との関係において DXA 法の SMI

と比較すると、同等かそれ以上に関連が強く、CT 画像による筋量評価の有用性が示された。

また新型握力計により算出される多くの指標を用いて ADL 自立との関連を調べた結果、男

女ともに多くの指標にて自立群と非自立群で有意な差があり、多くの指標が有意となる年

代は、男性と女性で異なっていた。また最大握力は男性の 70 歳代、女性の 80 歳代でのみ

ADL 総点と相関しており、最大握力以外では、特に時間に関する指標で他の年代、性別に

おいて有意な相関を認めた。IADL との関連を調べた結果、男女ともに、非利き手でより多

くの関連が認められる傾向で、70 歳未満では関連は少なかった。また男性の 70 歳代の非利

き手、女性の 80 歳代の非利き手において最大握力では関連を認めずに、時間的な要素と関

連を認めた。認知機能障害の程度との比較検討では、両手とも最大握力と変曲点の握力で

障害の程度による違いを認めたのに加え、非利き手では反応時間を含む時間に関する指標

でも違いを認めた。このように握力測定において時間軸や変曲点を考慮することの有用性

が改めて示唆された。平成２８年度は、前 2 年度同様に新型握力計を用いて認知機能障害

の程度による握力発揮時の瞬発力に関する詳細な指標の違いを利き手非利き手別に比較検

討した結果、両手とも最大握力と変曲点の握力で障害の程度による違いを認めたのに加え、

非利き手では反応時間を含む時間に関する指標でも違いを認めた。 

脊椎疾患手術治療におけるロコモおよびフレイルの関連の研究で酒井（義）は以下のよ

うな研究を行った。高齢者運動器障害における脊椎変性の代表的疾患である腰部脊柱管狭

窄症において、高齢者における要介護度に強い影響を与えるロコモティブシンドローム（ロ

コモ）の実態と日常生活動作に与える影響について、高齢者脊椎変性疾患の代表である頚

髄症と腰部脊柱管狭窄症手術患者を中心に評価した。60 歳以上の頚髄症および腰部脊柱管

狭窄症のため手術を行った 381 例（頚髄症 146 例、腰部脊柱管狭窄症 235 例）について、

術前後に各種ロコモ評価を行った。頚髄症は Barthe index、転倒歴、握力において有意に

腰部脊柱管狭窄症より劣っていた。大腿四頭筋力は頚髄症手術により回復を認めたが、腰

部脊柱管狭窄症術では改善は認められなかった。その他のロコモ評価では概ね術後改善を

認めた。ロコモの判定別にみた退院時の手術成績を表す JOA スコア改善率は、頚髄症では

ロコモ判定別で差は認めなかったが、腰部脊柱管狭窄症ではロコモにより有意に改善率が

劣っていた。両疾患ともサルコペニア患者ではほとんどがロコモ状態であり、ロコモとサ

ルコペニアを合併すると頚髄症の手術成績が不良になる傾向があるため、高齢者において

は ADL が低下する前に手術治療を行うことが薦められる。頚髄症は昨今の啓蒙により ADL

が低下する前に手術治療を行う傾向が出ているが、腰部脊柱管狭窄症は ADL 低下時に手術
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を行うことが多く、手術成績ではロコモとの関連を認めた。平成２８年度についても前 2

年度に続いて症例の蓄積を継続した。平成２８年度は 38 例（頚髄症 13 例、腰部脊柱管狭

窄症 25 例）を解析し得た。 

リハビリ・運動機能回復に関する研究で、近藤はトヨタ自動車と共同開発しているバラ

ンス練習アシストロボット BEAR に関して以下のような研究を行った。BEAR の適用に

関する研究には、健康長寿教室に通う地域在住のフレイル・プレフレイル高齢者 26 例（74

±6 歳、男女比=7:19）が参加された。6 週間後の BEAR 練習群の下肢筋力と動的バラン

ス能力は、従来練習群と比較して統計学的に有意な改善を示した。また、プレフレイル

高齢者の最大歩行速度と膝伸展筋力の変化量はフレイル高齢者よりも統計学的に有意に

改善し、フレイルの phenotype 項目数と膝伸展筋力の変化量に負の相関（r=-0.54）を

認め、BEAR をフレイル高齢者に適用する有用性が検証できた。また、多角的運動介入

による介入方法の検討では、健康長寿教室に通う地域在住のフレイル・プレフレイル高齢

者 36 例が参加し、そのうち 34 例（79±6 歳、男女比=12:22）が研究を満了した。28 名

が終了した時点では、いずれの評価項目の変化量も 3 群間比較で有意な差を認めなかった。

各療法の練習前後の変化量に有意な差を認めている項目は、BEAR 練習で Functional 

Reach Test、Berg Balance Scale、感覚統合機能検査（SOT）、下肢筋力（足関節底屈筋力）

に練習前後に効果を認め、栄養療法は感覚統合機能検査（SOT）の改善、運動指導は上肢

筋力（握力）の改善を認めた。栄養療法に関しては、これまでの他のアミノ酸製剤を用い

た研究報告より効果が弱い印象を受けた。3 年間で得られた最も有益な知見は、BEAR をフ

レイル高齢者に適用する有用性である。そして今後の臨床研究課題が明確になったことも

重要な知見である。6 週間の介入期間でも一定の成果が得られたが、果たしてどれくらいの

期間の介入が必要かは継続的な課題となるであろう。そして、介入方法の探索に関しても

追加調査が必要である。運動指導の方法を改訂した上で、運動指導が良いか、それとも

BEAR 練習や個別運動療法を実施した方が良いかを検証する必要がある。合わせて、運動

介入によって改善した筋力や姿勢バランス能力が、転倒予防や健康状態・フレイルの状態

の改善に与える効果を検証することも課題であり、平成２９年度以降に実施する予定であ

る。 

骨代謝・内分泌代謝領域に関する診療・研究に関する研究として徳田は以下のような研

究を行った。長寿ドックでは、「転倒予防・骨折予防ドック」として評価項目を決定した。

重心動揺測定、簡易バランス検査、腰椎・大腿骨骨密度、平衡機能検査、骨代謝マーカー

測定として、’従前のNtx、骨型ALPに、TRACP5b、ucOCと25-水酸化ビタミンD3の測定を

加え、代謝機能検査 (甲状腺機能、糖代謝検査) を、転倒予防に資するため脳ドック項目か

らMRI、MMSE、GDS-15を、動脈硬化検診からは心電図、血管脈波検査および心機能マー

カーであるBNPを採用した。一般ドック項目から一般生化学検査、採尿検査、呼吸機能検

査および栄養評価を採用した。培養骨芽細胞を用いたフレイルの要因である骨粗鬆症予防

に資する基礎的検討として、レスベラトロールおよびAMP-activated protein kinase 
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(AMPK)の作用を総括した。レスベラトロールはプロスタグランジン(PG)E1、PGE2、 PGD2、 

PGF2および塩基性線維芽細胞増殖因子(FGF-2)によるオステオプロテジェリン(OPG)産生

を抑止する一方、bone morphogenic protein-4 (BMP-4)によるOPG産生を増強することを

示した。また、レスベラトロールの作用点は刺激物質により異なること、PGE2刺激による

OPG産生に対する抑制作用は、SIRT1に非依存的である可能性を示した。AMPKは、プロ

スタグランジン(PG) F2、thrombinおよび血小板由来成長因子 (PDGF-BB)により惹起され

るインターロイキン(IL)-6産生を促進的に、IL-1によるIL-6産生を抑制的に制御すること、

PGE1、PGE2およびPGD2により惹起されるOPG産生に対して促進的に作用することを明ら

かとした。これらの機序は各刺激因子の細胞内情報伝達機構に特徴的であったことから、

AMPKは骨芽細胞のエネルギー状況に応じてその機能を制御し、骨リモデリングを調整す

る役割を担うことが示唆された。これらの知見は、健康長寿の促進およびフレイルの発症

機序の解明およびその予防・治療に係る研究成果として注目に値すると考えられた。平成

２８年度は、フレイルの要因である骨粗鬆症予防に資する基礎的検討の一環として、骨芽

細胞様MC3T3-E1細胞におけるAMPKの作用に関する知見について総括した。プロスタグ

ランジン(PG) F2、thrombinおよび血小板由来成長因子 (PDGF-BB)により惹起されるIL-6

産生はAMPKにより促進的に、IL-1によるIL-6産生は抑制的に制御されることが明らかと

なった。一方、PGE1、PGE2およびPGD2により惹起されるOPG産生において、AMPKは

促進的に作用することを明らかとなった。これらの機序は各刺激因子の細胞内情報伝達機

構に特徴的であることから、AMPKは骨芽細胞のエネルギー状況に応じてその機能を制御

し、骨リモデリングを調整する役割を担うことが強く示唆された。ビグアナイド系薬剤は

AMPKの活性化を介して糖代謝改善効果を発揮することが知られているが、AMPKの骨芽

細胞における役割の一端を明らかとした我々の研究成果は、エネルギー代謝障害状態にお

ける骨代謝異常、ひいてはフレイルの発症機序の解明およびその予防・治療に係る数々の

重要な知見を含むものと考えられた。 

また、関節疾患関連・運動機能評価関連研究で松井は以下のような研究を行った。膝関

節痛の有無や既往と脂肪量・筋量の関連や筋力と症状との関連、さらには膝関節痛と歩行

との関連を明らかにするため地域在住中高年者対象の大規模コホートにて検討した。その

結果、女性において現在痛みが有る(Cp)群、過去に痛みが有ったが現在ない(Pp)群、今まで

に痛みがない(N)群の順で、脂肪量が大きく、筋量が小さい傾向を、特に軽度変形例でより

顕著に認め、また、筋力の大きさは、概ねN群＞Pp群＞Cp群の順であったが、その程度は、

年代やXp上の膝関節変形の程度で異なっており、膝関節痛が原因で歩行速度が遅くなって

いる場合の要因として男女とも歩調が、女性では歩幅の短縮も影響していた。また臨床に

おける膝OA症例にて、アライメントの特徴を検討した結果、軽度膝関節変形例では頭部前

方偏位のみが姿勢の特徴であったが、重度膝関節変形例では頭部前方偏位の有意な特徴が

なくなり、腰椎前彎減少、仙骨前傾減少、股関節屈曲位、膝関節屈曲位と変化が下肢と脊

椎に及んでいた。さらに膝OA症例で最大等尺性膝伸展・屈曲運動時の、膝関節周囲筋での
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表面筋電図を計測し、得られた筋電図から周波数解析を行い、健常若年者の結果と比較し

た結果、大腿四頭筋はすべて周波数が減少しており、膝OA症例で、膝伸展筋に特有の質的

変化が生じている可能性が示唆された。平成２８年度の研究では、膝関節痛が原因で歩行

速度が遅くなっている場合の要因として男女とも歩調が関わっており、女性では歩幅の短

縮も影響していた。 

そして、佐竹は、ロコモ・フレイルの意識調査と啓発活動を以下のように行った。「健康

長寿教室」および「続・健康長寿教室」を開催し、「ロコモ」や「フレイル」、「サルコペニ

ア」などの高齢者の自立障害に関連する概念についての重要性を啓発する活動を行った。

また、これらの用語の浸透状態について、国立長寿医療研究センター外来に通院する患者

を対象として、経年的にアンケート調査を行ってきた。認知度のアンケート調査では、す

べての用語において経年的に認知度は上昇した。今年度は、ロコモやサルコペニアの認知

度の上昇に比較して、特にフレイルの認知度が 10.6%から 20.9%へと最も大きく変化し（Δ

10.3%）し、3 年間で認識は確実に広まってきていることが明らかとなった。情報源として

は、昨年度までと同様、テレビが最も多かったが、今年度の調査では、昨年度第 2 位であ

った新聞・雑誌に代わり、医療機関での情報入手の割合が第 2 位となった。これは、当院

でのフレイルに関する啓発活動が影響していると推測される。レシピ紹介による栄養指導

効果の調査では、平成２６年度から継続して教室に参加する高齢者に対しては、自助を促

す教室運営をスローガンとして、「手作り栄養補助メニューの提案と試食」を行った。この

ような栄養指導を行うことで、食生活の改善を感じる参加者が 3 分の 2 を占めた。試食を

含む調理方法の説明が、食生活の行動変容に役立つ可能性が示唆された。また、教室参加

前後の運動機能と生活活動度の変化では平成２６年度からの参加者では活動度の上昇とし

て反映され歩行速度の改善として結果が現れた。少なくとも健康に関する意識の高い集団

での啓発活動の有用性が示唆された。 

ロコモ関連の研究として今釜は、中高齢者の一般住民検診における脊椎アライメント

と神経障害性疼痛（NP）やフレイルの関連を調査した。平成２６年度は中高齢者の一

般住民検診において脊椎アライメントと神経障害性疼痛（NP）との関連を調査した。

一般住民1097名における神経障害性疼痛（NP）罹患率は10%程度あり、NP群では腰痛

や下肢痛が強かった。NPは有意に脊椎アライメントにも悪影響を及ぼしていた。年齢、

性別で補正したロジスティック回帰分析では、SF-36のPCSが50未満となる危険因子と

して、NP（Odds Ratio: OR 3.0, p＜0.05）、腰痛VAS（OR 1.04, p＜0.0005）、脊柱

前傾角（OR 1.14, p＜0.05）が判定された。MCS 50未満の危険因子でもNP（OR 5.32, 

p＜0.001）が判定された。本研究の結果よりQOL低下の危険因子として年齢、NP、胸

椎後弯角が判定され、一般住民においてもNPはQOLを低下させる要因となっていた。

平成２７年度には、一般中高齢者におけるフレイルと脊椎アライメントの関連をQOL

とともに調査した。338名 (男性150名、女性188名)、平均年齢65.2歳を対象とした。一

般住民におけるフレイルは12%に認め、サルコペニア率が高かった。フレイル+群では
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有意に脊椎ROMが制限されており、脊柱前傾であった。フレイルは中高齢者のQOL低

下に強く関連しており、一般の中高齢者においてフレイル改善がQOL改善につながる

ことが示された。平成２８年度について、一般住民においてロコモ度は移動能力のみな

らず疼痛や肩の愁訴、神経障害性疼痛も反映しており、PCSがロコモ度進行につれ有意

に悪化した。以上より、ロコモ度は身体的QOLの指標にもなり得るため、今後はロコ

モ度テストを積極的にチェックしロコモへの早期介入が推奨される。 

さらに、サルコペニアのバイオマーカーについての研究で酒井（忠）は以下のような研

究を行った。サルコペニアの診断は筋肉の断面積の計測など、画像的に行われているが、

より分かり易い診断手段の一つとして、バイオマーカーの開発が期待されている。国立長

寿医療研究センターにて、対象者 35 名の歩行速度、握力、DEXA を用いた骨格筋量（Skeletal 

mass index : SMI）を測定し、サルコペニアの有無を判定した。各対象から血液検体を採

取し、血清中の C terminal agrin fragment (CAF) と Interleukin-15 (IL-15) について

ELISA にてそのタンパク量を測定した。35 名のうち、サルコペニアと診断されたのは 14

名だった。CAF および IL-15 はいずれも歩行速度、握力、SMI との相関関係は認めなかっ

たが、年齢に弱い相関を認めた。サルコペニアの有無における群間比較では、CAF はサル

コペニア有りの群で有意に上昇していた（P=0.023）が、IL-15 は有意差を認めなかった

（P=0.574）。CAF はサルコペニアのバイオマーカーとしての可能性が示唆された。また、

他のバイオマーカーの候補としてKlothoのELISA kitを購入した。これらの項目について、

治療や時系列に対する反応を調べ、バイオマーカーとして利用できるかどうか今後も調査

していく予定である。 

 最後にロコモの普及啓発について泉田は以下のように活動した。この 3 年間の啓発活動

の、2 つある目的の 1 つはロコモチャレンジ！推進協議会の一員としてロコモ認知度向上の

ために活動したこと、またもう 1 つは自施設において、ロコモ（運動器症候群）そのもの

について吟味を試みたことである。ロコモチャレンジ！推進協議会関係では、１．広報活

動、２．ロコモ認知度調査、３．ロコモサポートドクター募集用の E－ラーニング作成、同

協議会委員の石橋医師の伊奈町でのフィールド調査に協力したことである。一方、自施設

で行ったことは人間ドックにおけるロコモ認知度調査とロコモ度テスト調査、整形外科で

行ったことは重複手術例の調査等である。さらに平成２７年度から活動量計を用いて高齢

者のADL調査を行い、平成２８年度からは動作分析装置を用いて歩行分析を開始している。

残った課題は江戸川区医師会の健診センターを利用してのロコモ度調査がまだ具体的にな

っていないことである。ロコモ度テストは、やはり転倒のリスクを負わなければならない

上、ロコトレだけでは健康寿命を延伸するには物足りないと考えられる。したがって将来

的には身体活動基準２０１３なども取り入れていく必要がある。この考えに乗っ取って上

記のように活動量計を使った調査を続行すると共に歩行速度を簡便に計測する動作分析装

置の研究開発を始めている。人間ドックでは下肢筋力測定器を併用したロコモ度テストを

200 名目標で行った。現在以前のデータと合わせて 400 名規模でロコモ・メタボ・下肢筋
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力の関連について検討中である。 

 

（Ｃ）国内外における本分野の第一人者や指導者を招聘した講演の企画・開催 

平成２６年度 

2015年2月7日に第10回長寿医療研究センター国際シンポジウム -Current Trends and 

Future Treatments-』が開催された。午前の部では、身体的フレイル（サルコペニア）と

ロコモについての講演が、秋下雅弘教授（東京大学加齢医学講座）、当センター荒井秀典副

院長を座長として行われ、本分野における最新の話題が討議され情報交換、意見交換がな

された（招待演者、J E Morley, Prof. Division of Geriatric Medicine, Saint Louis 

University Medical Center (USA)、小川純人東京大学加齢医学講座准教授、Liang Kung 

Chen, Prof. Taipei Veterans General Hospital (Taiwan)、村木重之東京大学臨床運動器医

学講座長）。演者として松井が参加した。 

平成２７年度 

2015 年 6 月 2 日に The 1st NCGG-ICAM symposium が、台湾から研究者を招き、当セ

ンターとの研究交流の第一歩として開催された。シンポジウムの座長を荒井が担当し、松

井、近藤が発表を行った。さらに 2015 年 10 月 4 日に開催された第 2 回日本サルコペニア・

フレイル研究会においても、シンポジウムの座長を荒井、原田が担当し、佐竹、原田が発

表を行った。 

平成２８年度 

2016年 4月15-16日、The2nd NCGG-ICAM symposium(Taipei Veterans General 

Hospital,Taipei City, Taiwan) において座長を荒井、また発表を荒井、松井が行い、さら

に2017年3月4日に第12回長寿医療研究センター国際シンポジウム『Frailty and Dementia 

-From its pathogenesis to prevention and treatment-』が開催された。国外からの演者と

してJ D Walston, Prof . (Johns Hopkins Univ, USA), Matteo Cesari, Prof. (Centre 

Hopspitalier Univ de Toulouse, France), Chan-Won Won, Prof. (Kyung Hee Univ, 

Korea) が招待され、当研究班員からは、座長を荒井、演者として荒井、松井、近藤が参加

した。このように、本分野の国内外先導者との連携をいずれの年度においても積極的に

行い、最新の話題について討議、情報交換、意見交換を行った。 

 

（Ｅ）健康危険情報 

 なし 
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（Ｆ）研究発表 

 １．論文発表 

平成２６年度 

1) Yasumoto Matsui, Marie Takemura, Atsushi Harada, Fujiko Ando, Hiroshi 

Shimokata. Effects of Knee Extensor Muscle Strength on the Incidence of 

Osteopenia and Osteoporosis after Six Years. Journal of Bone and Mineral 

Metabolism 32(5): 550-555, 2014. 

2) Yasumoto Matsui, Remi Fujita, Atsushi Harada, Takashi Sakurai, Tetsuya Nemoto, 

Nobuo Noda, Kenji Toba. A new grip strength measuring device for detailed 

evaluation of muscle contraction among the elderly. Journal of Frailty & Aging 3(3): 

142-147, 2014. 

3) Kyle K Nishiyama, Masako Ito, Atsushi Harada, Steven K Boyd. Classification of 

women with and without hip fracture based on quantitative computed tomography 

and finite element analysis. Osteoporos Int 25(2): 619-626, 2014. 

4) Daisuke Yoshida, Hiroyuki Shimada, Hyuntae Park, Yuya Anan, Tadashi Ito, 

Atsushi Harada, Takao Suzuki. Development of an equation for estimating 

appendicular skeletal muscle mass in Japanese older adults using bioelectrical 

impedance analysis. Geriatrics and Gerontology International 14(4): 851-857, 2014. 

5) Yasumoto Matsui, Remi Fujita, Atsushi Harada, Takashi Sakurai, Tetsuya Nemoto, 

Nobuo Noda, Kenji Toba. Association of grip strength and related indices with 

independence of activities of daily living in older adults, investigated by a 
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52) 榊原早苗、高梨早苗、飯田圭紀、浅野直也、千田一嘉、佐竹昭介．健康長寿教室に参

加する高齢者の教室参加促進因子と今後の課題 第 68 回国立病院総合医学会 2014

年 11 月 14－15 日、横浜 

53) 村本明生、今釜史郎、土肥徳秀、濱田恭、平野健一、飛田哲郎、石黒直樹、長谷川幸

治．ロコモ新テストの有用性と問題点の検証．第 87 回日本整形外科学会学術集会総会 

2014 年 5 月 22-25 日 神戸 

54) 今釜史郎、長谷川幸治、村本明生、飛田哲郎、石黒直樹．一般住民における神経障害

性疼痛、脊柱アライメントと QOL の関係．第 87 回日本整形外科学会学術集会総会 

2014 年 5 月 22-25 日 神戸 
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55) 飛田哲郎、今釜史郎、村本明生、濱田恭、中島基成、石黒直樹、長谷川幸治．一般住

民の骨粗鬆症患者におけるサルコペニアの実態と QOL への影響の検討．第 87 回日本

整形外科学会学術集会総会 2014 年 5 月 22-25 日 神戸 

56) 今釜史郎、長谷川幸治、村本明生、飛田哲郎、石黒直樹．一般住民における腰部脊柱

管狭窄症とサルコペニアとの関連．第 87 回日本整形外科学会学術集会総会 2014 年 5

月 22-25 日 神戸 

57) 長谷川幸治、坪井真幸、今釜史郎、濱田恭、天野貴文、竹上靖彦．一般住民における

股関節可動域と脊椎可動域の相関についての研究．第 87 回日本整形外科学会学術集会

総会 2014 年 5 月 22-25 日 神戸 

58) 飛田哲郎、今釜史郎、村本明生、濱田恭、中島基成、石黒直樹、長谷川幸治．一般住

民におけるサルコペニア肥満と運動機能への影響．第 87 回日本整形外科学会学術集会

総会 2014 年 5 月 22-25 日 神戸 

59) 池内一磨、長谷川幸治、関泰輔、今釜史郎、飛田哲郎、竹上靖彦、天野貴文．サルコ

ペニアでは正常と比べて有意に重心が前方へ変位する．第 87 回日本整形外科学会学術

集会総会 2014 年 5 月 22-25 日 神戸 

60) 村本明生、今釜史郎、濱田恭、飛田哲郎、石黒直樹、長谷川幸治．ロコモおよび運動

機能検査都関連の強い筋量パラメーター．第 87 回日本整形外科学会学術集会総会 

2014 年 5 月 22-25 日 神戸 

61) 村本明生、今釜史郎、伊藤全哉、平野健一、田内亮史、石黒直樹、長谷川幸治運動機

能検査のロコモカットオフ値．第 87 回日本整形外科学会学術集会総会 2014 年 5 月

22-25 日 神戸  

62) 山下暁士、酒井忠博、平岩秀樹、濱田恭、中島基成、松川哲也、小田智之、高松晃、

石黒直樹、高橋成夫、黒河内和俊．膝蓋骨高位が反復性膝蓋骨脱臼に与える影響の検

討．日本関節鏡･膝･スポーツ整形外科学会 2014 年 7 月 24-26 日 広島 

63) 山下暁士、酒井忠博、平岩秀樹、濱田恭、中島基成、松川哲也、小田智之、高松晃、

石黒直樹、高橋成夫、黒河内和俊．成長期サッカー選手における足関節可動域の変化

と足関節捻挫の危険因子に関する検討．日本関節鏡･膝･スポーツ整形外科学会 2014 年

7 月 24-26 日 広島 

64) 高松晃、酒井忠博、平岩秀樹、濱田恭、中島基成、松川哲也、山下暁士、小田智之、

宮本健太郎．前十字靭帯（ ACL ）二重束再建術における移植腱固定角度が前方制動

性に及ぼす影響．日本関節鏡･膝･スポーツ整形外科学会 2014.7.24-26 日 広島 

65) 酒井忠博、平岩秀樹、濱田恭、松川哲也、小田智之、高松晃、山下暁士、宮本健太郎、

石黒直樹、良田洋昇、片岡祐司．肩甲下筋腱断裂に対する関節鏡下 Suture-bridge 法．

日本関節鏡･膝･スポーツ整形外科学会 2014 年 7 月 24-26 日 広島 
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66) 高松晃、酒井忠博、平岩秀樹、濱田恭、中島基成、松川哲也、山下暁士、小田智之、

宮本健太郎．鏡視下腱板修復術後の予後不良因子．日本関節鏡･膝･スポーツ整形外科

学会 2014 年 7 月 24-26 日 広島 

67) 山下暁士、塚原隆司、河合亮輔、山賀篤、平岩秀樹、酒井忠博．大腿骨ＡＭ骨孔の位

置がＰＬ骨孔の位置に与える影響の検討．日本関節鏡･膝･スポーツ整形外科学会 2014

年 7 月 24-26 日 広島 

68) 平岩秀樹、酒井忠博、濱田恭、中島基成、松川哲也、小田智之、高松晃、山下暁士、

宮本健太郎、石黒直樹．国際膝記録委員会自己評価用紙（ＩＫＤＣ subjective form）

を用いた前十字靭帯再建術後成績の評価．日本関節鏡･膝･スポーツ整形外科学会 2014

年 7 月 24-26 日 広島 

69) 平岩秀樹、酒井忠博、濱田恭、中島基成、松川哲也、小田智之、高松晃、山下暁士、

宮本健太郎、石黒直樹．脛骨近位骨端線前方の早期閉鎖による反張膝に対し高位脛骨

骨切り術（Open Wedge HTO）を施行した 1 例．日本関節鏡･膝･スポーツ整形外科学

会 2014 年 7 月 24-26 日 広島 

70) 土屋早穂、酒井忠博、平岩秀樹、濱田恭、小田智之、高松晃、山下暁士、宮本健太郎、

岸本烈純、石黒直樹、井戸田仁、亀山泰、原川昌樹．高校サッカー全国大会出場レベ

ル校における１年間の傷害調査．日本整形外科スポーツ医学会学術集会 2014 年 9 月

12-14 日 東京 

71) 小川智之、酒井忠博、中田有紀、平岩秀樹、濱田恭、高松晃、山下暁士、宮本健太郎．

成長期サッカー選手における足関節捻挫の内因性危険因子．日本整形外科スポーツ医

学会学術集会 2014 年 9 月 12-14 日 東京 

72) 山賀篤、塚原隆司、河合亮輔、山賀寛、平岩秀樹、酒井忠博．足二分舟状骨の経過観

察中に同部の疲労骨折を合併した１例．日本整形外科スポーツ医学会学術集会 2014 年

9 月 12-14 日 東京 

73) 河合亮輔、塚原隆司、山賀篤、山賀 寛、平岩秀樹、酒井忠博．膝屈曲角度による内外

側ハムストリングの筋活動量．日本整形外科スポーツ医学会学術集会 2014 年 9 月

12-14 日 東京 

74) 土屋早穂、酒井忠博、平岩秀樹、濱田恭、小田智之、高松晃、山下暁士、宮本健太郎、

岸本烈純、石黒直樹、良田洋昇、中島基成．上腕骨順行性髄内釘固定後に肩関節鏡を

併用し再手術を行った３例．第237回整形外科集談会東海地方会 2014年9月20日 名

古屋 

75) 塚原隆司、河合亮輔、山賀篤、平岩秀樹、酒井忠博．前十字靭帯再建術後の内側半月

板のロッキング．第 123 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会 2014 年 10 月

3-4 日 名古屋 
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76) 小田智之、酒井忠博、平岩秀樹、濱田恭、山下暁士、石黒直樹．Hoffa 骨折の変形治癒

に対して鏡視下手術を行った１例．第 123 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集

会 2014 年 10 月 3-4 日 名古屋 

77) 高松晃、酒井忠博、平岩秀樹、濱田恭、小田智之、山下暁士、宮本健太郎、土谷早穂、

岸本烈純．超音波ガイド下腕神経叢ブロックによる肩関節授動術．第 41 回日本肩関節

学会 2014 年 10 月 24-25 日 佐賀 

78) 酒井忠博、平岩秀樹、濱田恭、石黒直樹．PRP ゲルを用いた自家培養軟骨細胞移植術

（PRP-ACI)．第 42 回日本関節病学会 2014 年 11 月 6-7 日 東京 

79) 小田智之、酒井忠博、平岩秀樹、濱田恭、高松晃、山下暁士、宮本健太郎、岸本烈純、

土屋早穂．Snapping を伴う外側円板上半月の１例．第 21 回東海関節鏡研究会 2015

年 1 月 17 日 名古屋 

80) 高松晃、酒井忠博、平岩秀樹、濱田恭、小田智之、山下暁士、宮本健太郎、岸本烈純、

土屋早穂．肩甲骨関節窩骨折に対する鏡視下骨接合術の治療成績．第 21 回東海関節鏡

研究会 2015 年 1 月 17 日 名古屋 

81) 高松晃、酒井忠博、平岩秀樹、濱田恭、小田智之、山下暁士、宮本健太郎、岸本烈純、

石黒直樹、長谷川幸治．Ｃoxitis kneeに対する人工膝関節置換術の治療成績．第45回

日本人工関節学会 2015 年 2 月 27-28 日 福岡 

82) 平岩秀樹、酒井忠博、濱田恭、小田智之、高松晃、山下暁士、宮本健太郎、土屋早穂、

岸本烈純、石黒直樹．PCL を温存した CS 型 TKA における術後可動域の検討．第 45

回日本人工関節学会 2015 年 2 月 27-28 日 福岡 

83) 平岩秀樹、酒井忠博、濱田恭、小田智之、高松晃、山下暁士、宮本健太郎、岸本烈純、

土屋早穂、石黒直樹．PCL 温存型 TKA における脛骨骨切りが PCL 機能に与える影響．

第 45 回日本人工関節学会 2015 年 2 月 27-28 日 福岡 

84) 濱田恭、酒井忠博、平岩秀樹、小田智之、高松晃、山下暁士、宮本健太郎、岸本烈純、

土屋早穂、石黒直樹．当院における人工膝関節置換術後、早期感染例の治療成績．第

45 回日本人工関節学会 2015 年 2 月 27-28 日 福岡 

85) 宮本健太郎、大河原美静、酒井忠博、高松晃、石黒直樹、大野欽司．W nt/β-カテニン

シグナル制御を介した変形性関節症治療薬の探索．第 28 回日本軟骨代謝学会 2015 年

3 月 6-7 日 東京 

 

講演 

1) 酒井義人. 慢性腰痛に関するオピオイドの治療成績. 豊田整形外科医若手の会 

2014.4.23. 豊田市 

2) 酒井義人. 脊椎疾患における薬物保存療法の実際. MEET THE EXPERT FOR 

SPINE 2014.5.31. 名古屋市 

33



3) 酒井義人. 高齢者の腰痛とサルコペニア. 第 122 回和歌山臨床整形外科医会研修会 

2014.6.14. 和歌山市 

4) 酒井義人. 慢性腰痛に対するオピオイドに使用成績. 三重臨床医のためのペインア

カデミー 

5) 酒井義人. 高齢者腰痛症におけるサルコペニアの関連とリハビリテーション. 

SCOA 中部地区学術講演会 2014.6.28. 静岡市 

6) 酒井義人. 高齢者慢性腰痛症に対する薬物療法. 福井県臨床整形外科医会 

2014.7.31. 福井市 

7) 酒井義人. 高齢者腰痛症におけるサルコペニアの関連と薬物療法. 第 4 回 YMCA  

2014.8.6. 名古屋市 

8) 酒井義人. 高齢者慢性疼痛に対する痛み治療と ADL の向上. 知多北部プライマリ

ーケアについて考える会 第 1 回痛みと薬物療法 2014.9.6. 東海市 

9) 酒井義人. 高齢者腰痛に対するオピオイドの治療成績. 山梨脊椎脊髄懇話会 

2014.9.17. 甲府市 

10) 酒井義人. 高齢者におけるサルコペニアの重要性と脊椎疾患への関与. ロイマ会 

2014.10.12. 大阪市 

11) 酒井義人. 高齢者腰痛症におけるサルコペニアの関与. 北海道・東北高齢者慢性疼

痛セミナー 2014.11.8. 仙台市 

12) 酒井義人. 高齢者腰痛症における効果的な薬物治療. Tramcet Web Conference 

2014.11.26. 名古屋市 

13) 酒井義人. 高齢者腰痛症におけるサルコペニアの関与とリハビリテーション. 

SCOA 西部地区会 学術講演会 2014.11.29. 浜松市 

14) 酒井義人. 脊椎手術後の腰痛について～高齢者 ADL 向上を目指して～ 脊椎の痛

みを考える 2014.12.5. 嬉野市 

15) 酒井義人. 高齢者慢性腰痛症に対する痛み治療～ADL 向上を目指して～ 第 394

回佐久医師会 臨床研修会 2015.3.27. 佐久市 

16) 泉田良一．ロコモティブシンドロームとその社会的意義．日本医師会生涯教育講座 

2014 年 4 月 24 日．東京 

17) 泉田良一．ロコモ度テストの展開．第 87 回日本整形外科学会学術総会 2014 年 5

月 23 日, 神戸 

18) 泉田良一．ロコモティブシンドローム予防．横浜市食生活改善推進協議会会員研修

会 2014 年 5 月 28 日, 横浜 

19) 泉田良一．ロコモティブシンドロームと骨粗鬆症．大正富山ＭＲ向け勉強会 2014

年 6 月 17 日, 東京 

20) 泉田良一．ロコモティブシンドロームとその意義．岡山臨床整形外科医会 2014 年

6 月 21 日,岡山 
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21) 泉田良一．ロコモティブシンドロームの最前線．城東骨ケアプログラム 2014 年 6

月 27 日, 東京 

22) 泉田良一．ロコモチャレンジ！推進協議会の活動．平成 26 年度日本日本歯科医学

会第 1 回ワークショップ 2014 年 7 月 31 日, 東京 

23) 泉田良一．ロコモシンドロームって何？．骨粗しょう症の予防から治療へ 2014

年 8 月 31 日, 東京 

24) 泉田良一．当院の総合検診センターにおける検診の試み．日本ドック学会 2014 年

9 月 4 日～5 日, 福岡 

25) 泉田良一．ロコモティブシンドロームとその社会的意義．第 11 回日本フットケア

学会 2014 年 9 月 14 日, 鹿児島 

26) 泉田良一．ロコモティブシンドロームの予防と対策．管理栄養士対象講演会 2014

年 9 月 28 日, 東京 

27) 泉田良一．子供のロコモについて．平成 26 年度学術講演会 2014 年 9 月 30 日,東

京 

28) 泉田良一．ロコモティブシンドロームその意義と展望．運動器疾患/骨・関節フォ

ーラム 2014 年 10 月 18 日, 熊本 

29) 泉田良一．ロコモ対策としての手術療法．医療情報セミナー 2014 年 10 月 11 日, 

東京 

30) 泉田良一．ロコモティブインドロームとその社会的意義．江東区医師会整形外科医

会学術講演会 2014 年 11 月 18 日, 東京 

31) 泉田良一．"関節外科における疼痛対策について 変形性股関節症治療経験から"．

第 2 回江戸川区整形外科医会 2014 年 12 月 3 日, 東京 

32) 泉田良一．ロコモティブシンドロームの最近の動向．城東ロコモ UP to DATE 2015

年 1 月 28 日, 東京 

33) 泉田良一．ロコモティブシンドロームの最近の動向ー歩行の能力の低下と関連して

ー．埼玉健康スポーツ医会 2015 年 1 月 29 日, 埼玉 

34) 泉田良一．ロコモティブシンドロームの意義と課題．神奈川 BRS 整形外科研究会 

2015 年 2 月 7 日, 神奈川 

35) 泉田良一．ロコモティブシンドロームについて ー腰椎変形性疾患を中心にー．城

東地区病診連携セミナー 2015 年 3 月 26 日, 江戸川 

36) 泉田良一．ロコモとその意義．関東整形外科学会 2015 年 3 月 28 日, 埼玉 

37) 泉田良一, 逸見治, 加藤正二郎．当院人間ドックにおけるロコモ健診の試み．関東

整形外科学会 2015 年 3 月 28 日, 埼玉 
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その他 

1) 泉田良一．゛ロコモ゛意識調査改善・予防に 食生活と運動を．ことぶき 2014/7 月

号 P66. 

2) 泉田良一．巻頭提言ロコモティブシンドロームにならない-暑くても筋力アップの

工夫を．ことぶき 2014/8 月号 P6-10． 

3) 泉田良一．ロコモチャレンジ！推進協議会の活動．平成 26 年日本歯科医学会 第 1

回ワークショップ報告書 P27-41. 

4) 泉田良一．寝たきりにならない！首・腰・膝のいい病院．週間朝日 2014/10（取材） 

5) 泉田良一．ロコモティブシンドローム．特集ロコモティブシンドローム 座談会．

Bone Joint Nerve 4(3):527-540, 2014. 

6) 泉田良一．都民の健康を守るために！！ 東京 MX テレビ「トウキョウもっと！元

気計画研究所」2014 年 12 月 14 日放送 

7) 泉田良一．健やかに過ごすために．BS ジャパン「教えて！ドクター 家族の健康」

2015 年 3 月 28 日放送 

 

平成２７年度 

1) 原田敦. 転倒予防. 第 3 回 Fragility Fracture Network 日本分科会. 2015.4.4. 富山. 

2) 原田敦. 転倒予防. 公開市民講座「骨粗鬆症に伴う骨折の予防と治療」. 2015.4.5. 富山. 

3) 原田敦. ロコモティブシンドロームとサルコペニア. 第 16 回東京骨粗鬆症談話会. 

2015.4.9. 東京. 

4) 原田敦. ロコモとは. 中日文化センター春の連続講座 ロコモやフレイルを知ろう！ 

いくつになっても動くからだを保つために. 2015.4.16. 名古屋. 

5) 原田敦. 企画シンポジウム 長寿力を測る－長寿医療における高齢者の計測－. 第54回

日本生体医工学会大会. 2015.5.8. 名古屋. 

6) 原田敦. サルコペニアとは何か. 第 35 回日本骨形態計測学会. 2015.6.6. 倉敷. 

7) 原田敦. ロコモティブシンドローム－いつまでも元気で歩くために－. 第 57 回日本老

年医学会学術集会 市民公開講座. 2015.6.13. 横浜. 

8) 原田敦. サルコペニアとロコモティブシンドロームについて. 名古屋大学予防早期医

療創成センター第 5 回ワークショップ. 2015.8.5. 名古屋. 

9) 原田敦. Symposium 2: Falls and musculoskeletal medicine Osteoporosis and 

sacopenia. The 10th International Association of Gerontology and Geriatrics - 

Asia/Oceania 2015 Congress. 2015.10.19. Chiang Mai, Thailand. 

10) 原田敦. 転倒骨折を減らすために. 第 1 回健康寿命の延伸を考える会. 2015.11.18. 東

京. 

11) 原田敦. AMED 発表会/課題発表. 2015.12.17. 東京. 

12) 原田敦. 健康長寿の鍵 ロコモティブシンドローム. 愛知県政功労者協会県民生活部会. 
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2015.12.22. 名古屋. 

13) 原田敦. もっと知ろう！ ロコモティブシンドローム. 名古屋市役所健康増進課ロコ

モ職員研修会. 2016.2.12. 名古屋. 

14) 原田敦. サルコペニアの現状. 岡崎市医師会健康教育講座. 2016.2.14. 岡崎. 

15) 原田敦. 高齢者の運動器傷害. 第 20 回日本体力医学会東海地方学術集会. 2016.3.8. 名

古屋. 

16) 原田敦. ロコモやフレイルのまとめと Q&A. 中日文化センター秋の連続講座 ロコモ

やフレイルを知ろう！ いくつになっても動くからだを保つために. 2016.3.10. 名古

屋. 

17) 原田敦. 加齢による運動器への影響に関する研究. 先端医療振興財団 臨床研究情報セ

ンター. 2016.3.17. 神戸. 

18) Tsukasaki K, Matsui Y, Takemura M, Harada A, Nakamoto M, Otsuka R, Ando F, 

Shimokata H. The relation of muscle strength and gait speed with muscle 

cross-sectional area determined by mid thigh computed tomography - comparison 

and skeletal muscle mass measured by dual-energy X-ray. The ICFSR, Apr 25th 

2015, Boston, USA. 

19) Matsui Y, Takemura M, Harada A, Ando F, Otsuka R, Shimokata H. Knee pain 

status in a community of middle-aged and elderly women depending on 

radiography changes and age. 1st Congress of Asia-Pacific Knee, Arthroscopy and 

Sports Medicine Society (APKASS), Apr 14th, 2014, Nara, Japan. 

20) Matsui Y, Takemura M, Harada A, Ando F, Otsuka R, Shimokata H. Relationship 

between knee pain and fat and muscle mass －Investigation by sex and level of 

knee deformity in general community residents. World Congress on Osteoarthritis 

(OARSI 2014), Apr 25th, 2014, Paris, France. 

21) Matsui Y. Utility of the CT mid-thigh cross sectional muscle area inevaluating 

muscle mass-comparison with DXA. The 1st NCGG-ICAH Symposium, June 2nd, 

2015, NCGG. 

22) Matsui Y. New apptoaches in evaluathing sarcopenia. The 10th International 

Symposium on Geriatrics and Gerontology, Feb 7th, 2015, NCGG. 

23) Matsui Y, Fujita R, Takeda N, Harada A, Sakurai T, Nemoto T, Noda N, Toba K. 

Associations of grip strength and related indices with iadl, investigated by a 

newly-developed grip strength measuring device, depending on sex and hand 

dominancy. IAGG, Oct 19-22, 2015, Chiang Mai, Thailand. 

24) Matsui Y. Utility of the mid-thigh cross-sectional muscle area on CT in diagnosing 

sarcopenia - Analyses of the association with skeletal muscle volume measured by 

DXA. International Conference on Frailty & Sarcopenia Research (ICFSR), Apr 

37



24th, 2015, Boston, USA. 

25) Tsukasaki K, Matsui Y, Takemura M, Harada A, Nakamoto M, Otsuka R, Ando F, 

Shimokata H. The relation of muscle strength and gait speed with muscle 

cross-sectand skeletal muscle mass measured ional area determined by mid-thigh 

computed tomogby dual-energy x-ray absorptiometry. The ICFSR, Apr 25th, 2015, 

Boston, USA. 

26) Matsui Y, Takemura M, Harada A, Kato Y, Otsuka R, Ando F, Shimokata H. 

Relation between current and past knee pain status and knee extensor strength in 

women - comparison of three age groups of community-dwelling women by degree 

of deformation on radiographs. Osteoarthritis Research Society International 

(OARSI), Apr 30th, 2015, Washington, USA. 

27) Fujita R, Matsui Y, Ota S, Kawamura K, Motoda H, Saito K, Harada A.  

Alignment characteristics in patients with knee osteoarthritis-comparison with 

healthy older adults. Osteoarthritis Research Society International (OARSI), Apr 

30th, 2015, Washington, USA. 

28) Matsui Y, Fujita R, Takeda N, Harada A, Sakurai T, Nemoto T, Noda N, Toba K. 

The association of grip strength and related indices with IADL investigation by a 

newly-developed grip strength measuring device, depending on sex, age and hand 

dominancy. IAGG, Oct 19-22th, 2015, Chiang Mai, Thailand. 

29) 松井康素, 竹村真里枝, 原田敦, 加藤友紀, 大塚礼, 安藤富士子, 下方浩史. 女性におけ

る膝関節痛の有無および既往と膝伸展筋力との関連 地域住民を対象とした X 線像変

形程度別の、3 つの年代による比較検討. 第 88 回日本整形外科学会．2015.05. 神戸. 

30) 塚崎晃士, 松井康素, 竹村真里枝, 原田敦, 中本真理子, 大塚礼, 安藤富士子, 下方浩史.

中高年者の筋力・歩行速度と大腿中央部 CT で測定した筋面積との関連 DXA との比

較. 第 88 回日本整形外科学会．2015.05. 神戸. 

31) 藤田玲美, 松井康素, 原田敦, 櫻井孝, 根本哲也, 鳥羽研二. 開発中の新型握力計を用

いた瞬発力に関する指標と IADL との関連 非利き手での性別、年代別比較. 第 57 回

日本老年医学会．2015.06. 横浜. 

32) 伊藤定之, 原田敦, 松井康素, 竹村真里枝, 酒井義人. サルコペニアに対するアレンド

ロネートとアルファカルシドールの効果検討. 第 57 回日本老年医学会．2015.06. 横浜. 

33) 鈴木康雄, 松井康素, 藤田玲美, 原田敦. 変形性膝関節症患者の膝周囲筋の筋電図周波

数解析の検討. 第 57 回日本老年医学会．2015.06. 横浜. 

34) 安藤富士子, 加藤友紀, 松井康素, 原田敦, 大塚礼, 下方浩史. Asian Working Group 

for Sarcopenia (AWGS) 基準による地域高齢者のサルコペニア有症率と全国有症者数

の将来推計. 第 57 回日本老年医学会．2015.06. 横浜. 

35) 原田敦, 松井康素, 竹村真里枝, 飛田哲朗. 大腿骨頸部骨折 UPDATE 大腿骨近位部骨
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折とサルコペニアについて. 第 17 回日本骨粗鬆症学会．2015.9. 広島. 

36) 竹村真里枝 松井康素, 大塚礼, 安藤富士子, 下方浩史. 一般住民の骨粗鬆症有病率と

治療率 NILS-LSA第2次調査と第 7次調査の 10年間差. 第17回日本骨粗鬆症学会．

2015.9. 広島. 

37) 松井康素, 笠井健広, 塚崎晃士, 竹村真里枝, 原田敦. サルコペニアの病態と対策 大腿

中央CT画像を用いたサルコペニア評価法の有用性. 第125回中部日本整形外科災害外

科学会． 2015.10. 名古屋． 

38) 松井康素, 笠井健広, 塚崎晃士, 竹村真里枝, 原田敦. 大腿中央 CT 画像を用いたサル

コペニア評価法の有用性. 第 125 回中部日本整形外科災害外科学会．2015.10. 名古屋． 

39) 塚崎晃士, 松井康素. 膝ロッキング症状を伴った高齢者の外側半月板損傷の 1 例. 第 7

回 JOSKAS .2015.10. 札幌. 

40) 松井康素, 竹村真里枝, 原田敦, 加藤友紀, 大塚礼, 安藤富士子, 下方浩史. 地域在住中

高齢者における膝関節変形と歩行との関連. 第 7 回 JOSKAS．2015.10. 札幌. 

41) 酒井義人. 脊椎変性疾患におけるサルコペニアの関与－痛みの改善と ADL 向上を目指

して－. 第 19 回日本神経麻酔集中治療学会. 2015.4.10.-11. 岐阜. 

42) 酒井義人, 原田敦, 伊藤定之, 伊藤研悠, 飛田哲朗. 腰部脊柱管狭窄症における黄色靱

帯肥厚の影響-保存治療における新しい分類-. 第 44 回日本脊椎脊髄病学会. 

2015.4.16-19. 福岡. 

43) 酒井義人, 原田敦, 伊藤定之, 伊藤研悠, 飛田哲朗. 脊椎変性疾患とサルコペニア. 第

44 回日本脊椎脊髄病学会. 2015.4.16-19. 福岡. 

44) 酒井義人, 原田敦, 伊藤定之, 飛田哲朗, 伊藤研悠. 高齢者慢性腰痛症における神経障

害性疼痛の関与. 第 88 回日本整形外科学会学術集会. 2015.5.21. 神戸. 

45) 酒井義人, 原田敦. 腰部脊柱管狭窄症における治療成績とサルコペニア.  第 52 回日本

リハビリテーション医学会. 2015.5.28. 新潟. 

46) 酒井義人, 原田敦, 伊藤定之. 高齢者脊椎手術における術後成績とサルコペニア. 第 57

回日本老年医学会. 2015.6.14. 横浜. 

47) 酒井義人. IT を活用した診断・治療から薬剤適正使用を考える～医療を支える Web 

Communication～（パネルディスカッション）． 第 69 回国立病院総合医学会. 

2015.10.2. 札幌. 

48) 酒井義人. 脊椎変性疾患とサルコペニア（シンポジウム）． 第 125 回中部日本整形外科

災害外科学会. 2015.10.3. 名古屋. 

49) 酒井義人. 高齢者慢性腰痛症に対するオピオイドとアセトアミノフェンの効果（優秀演

題候補）．第 23 回日本腰痛学会. 2015.11.14. 東京. 

50) 酒井義人. 腰部脊柱管狭窄症における黄色靱帯肥厚を基盤とした新しい分類と治療成

績. 第 23 回日本腰痛学会. 2015.11.14. 東京. 

51) 酒井義人. 高齢者の腰痛における固有感覚受容と姿勢制御. 第 23 回日本腰痛学会. 
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2015.11.15. 東京. 

52) 酒井義人.  慢性腰痛症におけるサルコペニア（優秀演題賞）．第 23 回日本腰痛学会. 

2015.11.15. 東京. 

53) Ito S, Watanabe K, Mori T, Arai E, Kanai Y, Harada A, Niida S, Sakai Y. 

Genome-wide DNA methylation analysis of ligamentum flavum in patients with 

lumber spine stenosis. ORS 2015 Annual meeting. March 28-31, 2015, Las Vegas, 

Nevada, USA. 

54) 伊藤定之, 酒井義人, 原田敦. 後期高齢者におけるうつが頚髄症手術成績に及ぼす影響. 

第 44 回日本脊椎脊髄病学会. 2015.4.18. 福岡. 

55) Ito S, Sakai Y, Harada A. Electrophysiological and morphological of cervical 

trapezius muscle in neck pain patients with cervical myelopathy. 31th Annual 

Meeting CSRS-ES Cervical Spine Research Society-European Section. May 27-28, 

2015, London, UK. 

56) 伊藤定之, 原田敦, 松井康素, 竹村真里枝, 酒井義人. サルコペニアに対するアレンド

ロネートとアルファカルシドールの効果検討. 第 57 回日本老年医学会学術集会. 

2015.6.13. 横浜. 

57) 伊藤定之, 酒井義人, 原田敦. 頚髄症における僧帽筋萎縮の要因. 第 125 回中部日本整

形外科災害外科学会・学術総会. 2015.10.2. 名古屋. 

58) 伊藤定之, 渡辺研, 森大気, 原田敦, 新飯田俊平, 酒井義人. 腰部脊柱管狭窄症におけ

る肥厚黄色靭帯のトランスクリプトーム解析. 第30回日本整形外科学会基礎学術総会. 
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59) 伊藤定之, 酒井義人, 原田敦. 脊椎固定術後のアクネ菌感染症. 第84回東海脊椎脊髄病

研究会学術集会. 2015.12.5. 名古屋. 

60) Ito S, Watanabe K, Mori T, Harada A, Niida S, SakaiY. Transcriptomic Analysis of 

Ligamentum Flavum in Patients with Lumbar Spinal Stenosis. ORS 2016 Annual 

meeting. March5-8, 2016, Orlando, Florida, USA. 

61) 酒井義人. 高齢者慢性腰痛症に対する痛み治療～ADL 向上を目指して～. 第 394 回佐

久医師会 臨床研修会. 2015.3.27. 佐久市. 

62) 酒井義人. 脊椎変性疾患におけるサルコペニアの関与. 第 19 回日本神経麻酔集中治療
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地区地域連携会. 2016.2.12. 熊本市. 

74) 酒井義人. エビデンスに基づいた高齢者腰痛患者に対する薬物療法. 神戸疼痛セミナ

ー. 2016.3.10. 神戸市. 

75) 尾崎健一，近藤和泉．サルコペニア、虚弱高齢者に対するバランス練習支援ロボット

を用いたリハビリテーションの試み．シンポジウム：第 125 回中部日本整形外科災害

外科学会・学術集会．2015.10.3. 名古屋． 

76) 榊原早苗，高梨早苗，木下かほり，飯田佳紀，浅野直也，千田一嘉，佐竹昭介. 高齢者

専門病院における健康長寿教室に参加した認知症患者・家族の体験. 第 16 回日本認知

症ケア学会大会. 2015.5.24. 札幌. 

77) 高梨早苗，榊原早苗，木下かほり，飯田佳紀，浅野直也，千田一嘉，佐竹昭介. 「フレ

イル」「サルコペニア」「ロコモ」の認知度に関する検討. 第 20 回日本老年看護学会学

術集会. 2015.6.15. 横浜. 

78) 榊原早苗，高梨早苗，木下かほり，飯田佳紀，浅野直也，千田一嘉，佐竹昭介. 高齢者

専門病院における健康長寿教室参加者の運動習慣の実態. 第 2 回日本サルコペニア・フ

レイル研究会研究発表会. 2015.10.4. 東京. 

79) 榊原早苗，高梨早苗，木下かほり，山田和正，千田一嘉，佐竹昭介. 「フレイル」「サ

ルコペニア」「ロコモ」の認知度に関する検討第 2 報. 第 2１回日本老年看護学会学術

集会発表予定. 2016.7. 埼玉. 

80) 飯田圭紀，太田隆二，浅野直也，伊藤直樹，高梨早苗，榊原早苗，木下かほり，千田 

一嘉，佐竹昭介，近藤和泉. 当院における健康長寿教室参加者の活動報告—運動機能と

41



筋肉量の変化—. 第 2 回日本サルコペニア・フレイル研究会研究発表会. 2015.10.4. 東

京. 

81) 木下かほり, 佐竹昭介, 高梨早苗, 榊原早苗, 古薗里美, 飯田圭紀, 浅野直也, 早川恵理

香, 服部加世子, 小嶋紀子, 今泉良典, 志水正明, 千田一嘉. 栄養学的視点からみたフ

レイル予防のための基本チェックリスト活用の検証-食欲低下に焦点をあてた検証-. 第

35 回食事療法学会. 2016.3.6. 名古屋. 

82) 木下かほり, 佐竹昭介, 尾崎健一, 今泉良典, 高梨早苗, 榊原早苗, 飯田佳紀, 太田隆二 

浅野直也, 古薗里美, 千田一嘉, 近藤和泉. 高齢者の身体機能に及ぼす β ヒドロキシ β

メチル酪酸（HMB）の有効性に関する検討. 第 2 回サルコペニア・フレイル研究会. 

2015.10.4. 東京. 

83) Kinoshita K, Satake S, Ozaki K, Kaneko Y, Imaizumi Y, Kojima N, Hayakawa E, 

Kondo I. The effects of a β-hydroxy-β-methylbutyric acid supplementation on 

physical function, blood urea nitrogen and glucose levels in the elderly. The 16th 

Congress of PENSA (Pareteral and Enteral Nutrition Society of Asia). July 24-26, 

2015, Nagoya. 

84) Satake S, Arai H. Screening, assessment, and management of frail patients in 

NCGG. 1st Geriatric Innovation Forum. Jan 23, 2016, Nagoya. 

85) 今釜史郎, 長谷川幸治, 飛田哲朗, 村本明生, 伊藤研悠, 石川喜資, 石黒直樹. フレイル

(frailty)の脊椎アライメント、QOL への影響 住民検診コホート study. 第 44 回脊椎

脊髄病学会学術集会. 2015.4.16-18. 福岡. 

86) 飛田哲朗, 大河原美静, 今釜史郎, 伊藤全哉, 安藤圭, 石黒直樹, 大野欽司. サルコペニ

ア治療のための骨格筋再生促進薬の探索と傍脊柱筋への効果. 第 44 回脊椎脊髄病学会

学術集会. 2015.416-18. 福岡. 

87) 飛田哲朗, 今釜史郎, 伊藤研悠, 石川喜資, 村本明生, 長谷川幸治, 石黒直樹. サルコペ

ニア患者における脊椎アライメント及び運動機能への影響の検討. 第 44 回脊椎脊髄病

学会学術集会. 2015.4.16-18. 福岡. 

88) 伊藤全哉, 長谷川幸治, 今釜史郎, 村本明生, 飛田哲朗, 伊藤研悠, 石川喜資, 石黒直樹. 

一般住民において 1 年後の腰痛の改善は予測できるのか. 第 88 回日本整形外科学会学

術集会総会. 2015.5.21-24. 神戸. 

89) 今釜史郎, 長谷川幸治, 飛田哲朗, 村本明生, 伊藤研悠, 石川喜資, 石黒直樹. 一般住民

の転倒に対するサルコペニアと脊椎アライメントの影響. 第 88 回日本整形外科学会学

術集会総会. 2015.5.21-24. 神戸. 

90) 今釜史郎, 長谷川幸治, 飛田哲朗, 村本明生, 伊藤研悠, 石川喜資, 石黒直樹. サルコペ

ニアは逆流性食道炎と関連があるか 筋量と筋力の検討. 第 88 回日本整形外科学会学

術集会総会. 2015.5.21-24. 神戸. 

91) 今釜史郎, 長谷川幸治, 飛田哲朗, 村本明生, 伊藤研悠, 石川喜資, 石黒直樹. サルコペ

42



ニア(加齢性筋肉減少症)は神経障害性疼痛の危険因子である 住民検診コホート研究.

第 88 回日本整形外科学会学術集会総会. 2015.5.21-24. 神戸. 

92) 石川喜資, 今釜史郎, 伊藤全哉, 村本明生, 飛田哲朗, 伊藤研悠, 本城久司, 納屋佳男, 

邵仁哲, 石黒直樹, 長谷川幸治. 地域住民検診における腰部脊柱管狭窄症と排尿障害の

合併について. 第 88 回日本整形外科学会学術集会総会. 2015.5.21-24. 神戸. 

93) 村本明生, 今釜史郎, 飛田哲朗, 伊藤研悠, 石川喜資, 石黒直樹, 長谷川幸治. 神経障害

性疼痛がロコモティブシンドロームおよび運動機能に及ぼす影響. 第 88 回日本整形外

科学会学術集会総会. 2015.5.21-24. 神戸. 

94) 飛田哲朗, 今釜史郎, 村本明生, 伊藤研悠, 石川喜資, 石黒直樹, 長谷川幸治. サルコペ

ニアと慢性炎症 高感度 CRP 高値は筋量低下と運動機能低下に関連する. 第 88 回日

本整形外科学会学術集会総会. 2015.5.21-24. 神戸. 

95) 酒井忠博, 平岩秀樹, 濱田恭, 小田智之, 高松晃, 宮本健太郎, 岸本烈純, 土谷早穂, 石

黒直樹. 当科における鏡視下 Bankart 修復術の術後成績と影響を与える因子の統計学

的検討. 第 88 回日本整形外科学会学術総会. 2015.5.21-24. 神戸. 

96) 小田智之, 酒井忠博, 平岩秀樹, 濱田恭, 高松晃, 山下暁士, 石黒直樹. 成長期サッカー

選手における足関節捻挫の危険因子. 第 88 回日本整形外科学会学術総会. 

2015.5.21-24. 神戸. 

97) 平岩秀樹, 塚原隆司, 酒井忠博, 濱田恭, 小田智之, 高松晃, 山下暁士, 宮本健太郎, 岸

本烈純, 土谷早穂, 石黒直樹. 新鮮凍結屍体膝を用いた膝前外側靭帯および前十字靭帯

損傷による下腿回旋不安定性の調査. 第 88 回日本整形外科学会学術総会. 

2015.5.21-24. 神戸. 

98) 山下暁士, 酒井忠博, 平岩秀樹, 濱田恭, 小田智之, 高松晃, 宮本健太郎, 岸本烈純, 石

黒直樹, 高橋成夫, 黒河内和俊. 反復性膝蓋骨脱臼の画像指標に関する検討. 第88回日

本整形外科学会学術総会. 2015.5.21-24. 神戸. 

99) 高松晃, 酒井忠博, 平岩秀樹, 濱田恭, 小田智之, 山下暁士, 宮本健太郎, 岸本烈純, 土

谷早穂, 石黒直樹. 超音波ガイド下腕神経叢ブロックによる肩関節授動術. 第 88 回日

本整形外科学会学術総会. 2015.5.21-24. 神戸. 

100) 平岩秀樹, 酒井忠博, 濱田恭, 小田智之, 高松晃, 山下暁士, 宮本健太郎, 岸本烈純, 

土谷早穂, 石黒直樹. 鏡視下Bankart修復術後のアンカー孔の経時的変化について. 第

88 回日本整形外科学会学術総会. 2015.5.21-24. 神戸. 

101) Oda T, Hiraiwa H, Hamada T, YamashitaS, Takamatsu A, Miyamoto K, Kishimoto 

Y, Tsuchiya S, Sakai T. Intrinsic Risk Factor of Ankle Sprains in Adolescent Soccer 

Player. 10th Biennial ISAKOS CONGRESS 2015. 2015.6.7-11.Lyon, France. 

102) 小田智之, 酒井忠博, 平岩秀樹, 濱田恭, 山下暁士, 宮本健太郎, 土谷早穂, 岸本烈純, 

石黒直樹. 成長期サッカー選手における足関節捻挫の危険因子－前向き研究－. 第 7回

日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会. 2015.6.18-20. 札幌． 

43



103) 河合亮輔, 塚原隆司, 山賀篤, 山賀寛, 平岩秀樹, 酒井忠博. 前十字靭帯再建術周術期

いおける抗生剤投与法について. 第 7 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会. 

2015.6.18-20.札幌． 

104) 川村佑介, 片岡祐司, 良田洋昇, 酒井忠博, 濱田恭, 土谷早穂. 順行性上腕骨髄内釘術

後の肩関節鏡視下手術の経験. 第 7 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会. 

2015.6.18-20. 札幌． 

105) 高松晃, 酒井忠博, 平岩秀樹, 濱田恭, 小田智之, 山下暁士, 宮本健太郎, 岸本烈純, 

土谷早穂. 肩甲骨関節窩骨折に対する鏡視下骨接合術の治療成績. 第 7 回日本関節鏡・

膝・スポーツ整形外科学会. 2015.6.18-20. 札幌． 

106) 土谷早穂, 酒井忠博, 平岩秀樹, 濱田恭, 山下暁士, 小田智之, 高松晃, 宮本健太郎, 

岸本烈純, 石黒直樹, 島田洋昇. 関節包断裂・HAGL 損傷を伴った Bankart 損傷に対す

る鏡視下修復術の治療成績. 第 7 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会. 

2015.6.18-20. 札幌． 

107) 平岩秀樹, 塚原隆司, 酒井忠博, 濱田恭, 小田智之, 高松晃, 山下暁士, 宮本健太郎, 

土谷早穂, 岸本烈純. 膝前外側靭帯が前十字靭帯損傷膝における回旋不安定性にあた

える影響について－新鮮凍結屍体膝による調査－. 第 7 回日本関節鏡・膝・スポーツ整

形外科学会. 2015.6.18-20. 札幌． 

108) 平岩秀樹, 酒井忠博, 濱田恭, 小田智之, 高松晃, 山下暁士, 宮本健太郎, 土谷早穂, 

岸本烈純. PCL 温存型 TKA における PCL 付着部の骨切りが PCL 機能に与える影響. 

第 7 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会. 2015.6.18-20. 札幌． 

109) 山賀篤, 塚原隆司, 河合亮輔, 山賀寛, 平岩秀樹, 酒井忠博. 前十字靭帯損傷後早期に

再建術を行った３例. 第 7 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会. 2015.6.18-20. 札

幌． 

110) 山下暁士, 酒井忠博, 平岩秀樹, 濱田恭, 小田智之, 石黒直樹. 新しい反復性膝蓋骨脱

臼の画像指標 ‐tibial tubercle-trochlear groove distance index-. 第 125 回中部日本

整形外科災害外科学会・学術集会, 2015.10.2-3. 名古屋． 

111) 酒井忠博, 小田智之, 平岩秀樹, 濱田恭, 山下暁士, 石黒直樹. 当科におけるリバース

型人工肩関節置換術（RSA）の短期成績. 第 125 回中部日本整形外科災害外科学会・

学術集会. 2015.10.2-3. 名古屋． 

112) 浅野研一, 平岩秀樹, 岸本烈純, 山下暁士, 酒井忠博. 上腕骨２part 外科頚骨折にお

ける内反変形の影響について. 第 42 回日本肩関節学会. 2015.10.9-10. 仙台． 

113) 浅野研一, 平岩秀樹, 岸本烈純, 山下暁士, 酒井忠博. 上腕骨２part 外科頚開放骨折

の１例. 第 42 回日本肩関節学会. 2015.10.9-10. 仙台． 

114) 山下暁士, 酒井忠博, 平岩秀樹, 濱田恭, 小田智之, 宮本健太郎, 岸本烈純, 土屋早穂, 

川村佑介, 片岡祐司. 関節鏡下バンカート修復術後におけるアンカー骨孔径の変化. 第

42 回日本肩関節学会. 2015.10.9-10. 仙台． 

44



115) 小田智之, 平岩秀樹, 濱田恭, 山下暁士, 宮本健太郎, 岸本烈純, 土屋早穂, 酒井忠博. 

上腕骨近位端骨折術後に再手術として RSA を行った２例. 第 42 回日本肩関節学会. 

2015.10.9-10. 仙台． 

116) 泉田良一．ロコモティブシンドロームとその社会的意義．第 129 回西日本整形・災害

外科学会学術集会. 2015.6.14. 福岡. 

講演会 

1) 酒井義人 愛知県整形外科医会教育研修講演 骨粗鬆症性椎体骨折の治療方針につ

いて－保存治療の立場から－ 2015.5.9. 名古屋市 

2) 酒井義人 JanssenPro Web セミナー 高齢者腰痛症に対するオピオイドとアセ

トアミノフェンの効果 2015.6.3. 東京 

3) 酒井義人 JanssenPro Web セミナー 高齢者腰痛症に対するオピオイドとアセ

トアミノフェンの効果 2015.10.28. 東京  

4) 酒井義人 第 5 回札幌脊椎脊髄疼痛フォーラム 脊椎疾患とサルコペニア 

2015.11.7. 札幌市 

5) 酒井義人 中越慢性疼痛講演会 2015 慢性腰痛症に対するオピオイドとアセトア

ミノフェンの効果 2015.11.20. 長岡市 

6) 泉田良一．整形外科領域における痛み治療の趨勢 整形外科股関節治療の経験から

－関節外科における疼痛対策について－．日本臨床整形外科学会 ランチョンセミ

ナー5. 2015.7.20. 仙台. 

7) 泉田良一．人工関節手術（THA）の歴史と課題．インターネット講演会. 2015.10.7. 

北海道. 

8) 泉田良一．ロコモティブシンドロームの展開．大田区ロコモティブシンドローム連

携講演会. 2016.2.25. 東京. 

9) 泉田良一．高齢化に伴う機能低下に備えるロコモティブシンドローム．平成 27 年

度健康運動指導士登録更新講習会. 2016.3.13. 東京. 

  

45



平成２８年度 

1) Matsui Y, Fujita R, Harada A, Sakurai T, Nemoto T, Noda N, Toba K. Associations 

of IADL with grip strength and related indices of agility, depending on sex and age. 

- Investigation by a newly-developed grip strength measuring device. International 

Conference on Frailty & Sarcopenia Research (ICFSR).  2016.4 Philadelphia, PA, 

USA. 

2) Suzuki Y, Matsui Y, Fujita R, Harada A. Frequency analysis of electromyograms of 

the muscles around the knee in knee osteoarthritis patients. International 

Conference on Frailty & Sarcopenia Research (ICFSR).  2016.4 Philadelphia, PA, 

USA. 

3) Matsui Y. New assessment for sarcopenia. 2nd ICAH-NCGG. 2016.4. 台北,台湾. 

4) 松井康素, 藤田玲美, 原田敦, 櫻井孝, 根本哲也, 野田信雄, 鳥羽研二. 時間軸を考慮し

た新型握力計を用いた瞬発力に関する詳細な指標－ADL 自立との関連についての性・

年代別比較検討－. 第 89 回日本整形外科学会学術総会. 2016.5. 横浜. 

5) 原田敦, 松井康素, 酒井義人, 竹村真里枝, 伊藤定之. ロコモからみたサルコペニアの

現状,治療,予防 サルコペニアの評価法. 第 89 回日本整形外科学会学術総会. 2016.5. 

横浜. 

6) 飯田浩貴, 酒井義人, 伊藤定之, 松井康素, 竹村真里枝, 飛田哲朗, 伊藤研悠, 原田 敦. 

骨粗鬆症性椎体骨折保存治療におけるサルコペニアと骨粗鬆症治療の重要性. 第 89 回

日本整形外科学会学術総会. 2016.5. 横浜. 

7) 竹村真里枝, 松井康素, 原田敦, 大塚礼, 安藤富士子, 下方浩史. 地域在住中高年者の

骨粗鬆症有病率と治療率の検討 10 年間の変化. 第 89 回日本整形外科学会学術総会. 

2016.5. 横浜. 

8) 松井康素, 藤田玲美, 原田敦, 櫻井孝, 根本哲也, 鳥羽研二. 認知機能障害の程度によ

る握力発揮状態の検討－開発中の新型握力計測定による女性患者の利き手と非利き手

の比較－.  第 58 回日本老年医学会学術集. 2016.6. 金沢. 

9) 鈴木康雄, 松井康素, 飯田浩貴, 山村政隆, 原田敦. CT 断面像を用いた高齢者の大腿四

頭筋断面積と CT 値の検討.  第 58 回日本老年医学会学術集. 2016.6. 金沢. 

10) 松井康素, 竹村真里枝. 地域在住中高齢者における膝関節痛と歩行との関連. 第 8 回日

本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会.  2016.7. 博多. 

11) 松井康素，鈴木康雄，藤田玲美，原田敦. 筋電計を用いた筋収縮の量ならびに質の評価. 

第 3 回日本サルコペニアフレイル研究会  2016.11. 名古屋 

12) Matsui Y. Implementation of Integrated Healthy Aging Clinic to investigate frailty 

and sarcopenia in the clinical setting. 第 12 回長寿医療研究センター国際シンポジウ

ム 2017.3 大府 

46



13) 原田敦. 超高齢化社会におけるサルコペニア研究. JST-CRDS ワークショップ健康長

寿日本を目指すバイオメカニクス研究. 2016 年 5 月 11 日. 東京. 

14) 原田敦, 松井康素, 酒井義人, 竹村真里枝, 伊藤定之. サルコペニアの評価法. シンポ

ジウム23 ロコモからみたサルコペニアの現状, 治療, 予防. 第89回 日本整形外科学

会学術総会. 2016 年 5 月 15 日. 横浜. 

15) 原田敦. サルコペニアについて〜骨粗鬆症との関連も含めて〜. 第 6回骨粗鬆症治療研

究会. 2016 年 5 月 21 日. 東京. 

16) 原田敦. 転倒と骨粗鬆症. 薬剤師の為の骨粗鬆症学術講演会. 2016 年 5 月 28 日. 名古

屋. 

17) 原田敦. 加齢に伴う筋肉と骨の減少. 第 183回静岡県整形外科医会集談会. 2016年 7月

9 日. 浜松. 

18) 原田敦. チームで取り組む転倒予防ー転倒予防と転倒による外傷軽減化ー. 平成 28 年

度国公私立大学付属病院医療安全セミナー. 2016 年 7 月 14 日. 大阪. 

19) 原田敦. フレイルの概念とその予防. 豊川市医師会・総合青山病院教育講演会. 2016 年

8 月 20 日. 豊川. 

20) 原田敦, 松井康素, 酒井義人, 竹村真里枝, 飛田哲朗. 大腿骨近位部骨折とサルコペニ

ア. 第 18 回日本骨粗鬆症学会. 2016 年 10 月 7 日. 仙台. 

21) 原田敦. 骨粗鬆症とサルコペニア. 第 5 回埼玉東部骨粗鬆症フォーラム. 2016 年 10 月

21 日. 埼玉. 

22) 原田敦. フレイルとサルコペニア. 瑞穂区医師会学術講演会. 2016 年 10 月 26 日. 名古

屋. 

23) 原田敦. 骨・筋と転倒予防. 第 3 回日本サルコペニア・フレイル研究会. 2016 年 11 月

6 日. 名古屋. 

24) 原田敦. 大腿骨近位部骨折のリスク低減. 東海骨関節疾患研究会. 2017 年 3 月 9 日. 名

古屋. 

25) Sadayuki Ito, Ken Watanabe, Taiki Mori, Atsushi Harada, Shumpei Niida, 

Yoshihito Sakai. Transcriptomic Analysis of Ligamentum Flavum in Patients with 

Lumbar Spinal Stenosis. ORS 2016 Annual meeting. March5-March8, 2016, 

Orlando, Florida, USA 

26) 酒井義人, 原田敦, 伊藤定之, 伊藤研悠, 飛田哲朗. 非特異的腰痛における体幹筋の重

要性－電気生理学的および臨床的評価－(シンポジウム) 第 45 回日本脊椎脊髄病学会 

2016.4.14. 幕張 

27) 酒井義人, 原田敦, 伊藤定之, 飛田哲朗, 伊藤研悠. 腰部脊柱管狭窄症における黄色靱

帯肥厚の影響-保存治療における新しい分類- 第 89 回日本整形外科学会学術集会 

2016.5.14. 横浜 

47



28) 酒井義人. 脊椎疾患とロコモティブシンドローム（シンポジウム）第 58 回日本老年医

学会 2016.6.8. 金沢 

29) 酒井義人, 原田敦, 伊藤定之. サルコペニアと姿勢異常－加齢による骨格筋減少は脊柱

矢状面アライメントに影響を及ぼすか－第 58 回日本老年医学会 2016.6.9. 金沢 

30) 酒井義人, 竹村真理枝, 原田敦. 骨粗鬆症性椎体骨折保存治療におけるサルコペニアの

重要性. 第 53 回日本リハビリテーション医学会 2016.6.10. 京都 

31) 酒井義人. 高齢者の腰痛症におけるサルコペニア（シンポジウム）第 38 回日本疼痛学

会 2016.6.25. 札幌 

32) 酒井義人. 慢性腰痛症とサルコペニア（シンポジウム）第 29 回日本臨床整形外科学会

学術集会 2016.7.17. 札幌 

33) 酒井義人. 高齢者慢性腰痛に対する病態を考慮した薬物療法. 第 29 回日本臨床整形外

科学会学術集会 2016.7.17. 札幌 

34) 酒井義人, 竹村真里枝, 原田敦. 骨粗鬆症性椎体骨折保存治療における骨粗鬆症治療と

サルコペニアの重要性. 第 18 回日本骨粗鬆症学会 2016.10.6.仙台 

35) 酒井義人. 原田敦. 高齢者脊柱矢状面アライメントにおける骨粗鬆症とサルコペニア

の影響. 第 18 回日本骨粗鬆症学会 2016.10.6.仙台 

36) 酒井義人. 高齢者の脊椎変性疾患における疼痛とサルコペニア 第 9 回日本運動器疼

痛学会 2016.11.27. 東京 

37) 飯田浩貴, 酒井義人, 伊藤定之, 松井康素, 竹村真里枝, 飛田哲朗, 伊藤研悠, 原田敦. 
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ける疼痛とサルコペニア（ランチョンセミナー） 

11) 酒井義人. 第 22 回鳥取県脊椎研究会 2017.2.4. 米子市 腰痛とサルコペニア～高齢者

脊椎手術に筋肉は重要か～ 

12) 泉田良一．ロコモティブシンドロームの意義と展望．第 34 回昭和に学び平成を語

る会．5 月 31 日．郡山 

13) 泉田良一．関節とリハビリテーション．第 28 回運動器科学会．7 月 9 日．福島 

51



14) 泉田良一．"100 歳になっても足腰しっかり！．今から始める健康習慣" ．ロコモ

勉強会．10 月 1 日．足立区 

15) 泉田良一．ロコモティブシンドロームの意義と展望．整形外科アップデートセミナ

ー．10 月 22 日．東京 

16) 泉田良一．運動器の構成体成分とエイジングを含めたその特徴．高齢者運動指導エ

クセレントセミナー．11 月 27 日．．小金井市 

17) 泉田良一．ロコモティブシンドロームとその要因としての股関節症．医療情報セミ

ナー．11 月 26 日．葛飾区 

18) 泉田良一．ロコモティブシンドロームと薬物療法．臨床薬学研究会．12 月 8 日．

東京 

19) 泉田良一．ロコモティブシンドロームとその要因や症状心あたりはありませんか？．

ファミリーヘルス健康講座．2 月 14 日．江戸川区 

20) 泉田良一．ロコモティブシンドロームとその先にあるもの．"国分寺市医師会・歯

科医師会・薬剤師会．合同学術講演会"．3 月 22 日．東京 

21) 泉田良一．運動器疼痛治療トレンド．持田製薬社員教育会．3 月 27 日．東京 

 

（Ｇ）知的財産権の出願・登録状況 

 １．特許取得 

   筋収縮運動支援システム 

特許番号：６０６２８８９号 

 ２．実用新案登録 

   なし 

 ３．その他 

なし 
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